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                新新体体制制でで本本格格復復興興推推進進年年ススタターートト！！  
                        ～～東東日日本本大大震震災災津津波波かかららのの着着実実なな復復旧旧、、復復興興にに向向けけてて～～  

  

平平成成２２６６年年４４月月、、県県土土整整備備部部にに全全国国２２００都都府府県県市市かからら８８４４名名のの力力強強いい応応援援職職員員がが加加わわりりままししたた。。  

県県土土整整備備部部のの激激励励式式でではは、、本本庁庁にに勤勤務務いいたただだくく職職員員がが出出席席しし、、佐佐藤藤県県土土整整備備部部長長のの激激励励のの言言葉葉

のの後後、、応応援援職職員員をを代代表表ししてて、、都都市市計計画画課課にに配配属属のの奥奥主主査査（（東東京京都都かからら派派遣遣））がが「「復復興興をを前前進進ささせせるるたた

めめ、、全全力力をを尽尽くくすす」」とと決決意意をを述述べべままししたた。。  

ここののほほかか、、県県土土整整備備部部ににはは、、新新たたにに採採用用さされれたた４４１１名名のの職職員員（（任任期期付付職職員員をを含含むむ））がが配配属属さされれ、、総総勢勢

８８７７５５名名のの新新体体制制でで本本格格復復興興推推進進年年ののススタターートトをを切切りりままししたた。。 
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 平平成成２２６６年年度度県県土土整整備備部部のの体体制制ににつついいてて  
～～    東東日日本本大大震震災災津津波波かかららのの本本格格復復興興推推進進  ～～  

県県土土整整備備企企画画室室 

 

平成 26 年度の県土整備部は、全国から派遣された 84 名の応援職員（昨年度比 13 名

増）と新たに採用された 41 名の職員を加え、昨年度よりも 24 名増となる総勢 875 名

の新しい体制でスタートしました。 

応援職員の派遣元は、北は青森県、南は鹿児島県と全国から集まっていただき、特に大

阪府、長野県、東京都からは 10 名を超える応援をいただいています。 

応援職員は、本庁では、土地区画整理事業や防災集団移転促進事業などの面整備を主に

担当する都市計画課や災害公営住宅などの住環境の再建を担当する建築住宅課に配属とな

っています。 

一方、広域振興局土木部等では、津波による被害が特に大きかった沿岸南部を中心に配

属され、防災のまちづくりを進めるための災害復旧業務や用地取得業務などを担当するこ

とになっています。 

この新体制のもと、県土整備部は東日本大震災津波からの本格復興に取り組んでいきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣元団体名 人数 

大阪府 20 

長野県 14 

東京都 10 

静岡県 8 

福岡県 5 

青森県 3 

栃木県 3 

埼玉県 3 

和歌山県 3 

秋田県 2 

神奈川県 2 

山梨県 2 

愛知県 2 

千葉県 1 

高知県 1 

島根県 1 

山口県 1 

鹿児島県 1 

川崎市 1 

大阪市 1 

計 84 

 

本  

庁 

所 属 名 人数 

都市計画課 5 

建築住宅課 15 

小   計 20 

 

出  

先 

沿岸広域振興局土木部 18 

宮古土木センター 20 

大船渡土木センター 21 

県北広域振興局土木部 4 

北上川流域下水道事務所 1 

小   計 64 

合   計 84 

 H25 H26 増 

事 務 234 247 13 

技 術 585 596 11 

技 労 32 32 0 

合 計 851 875 24 

応援職員の派遣元団体別の内訳 
応援職員の配属先 

県土整備部職員数の比較 
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 東東日日本本大大震震災災津津波波かかららのの本本格格復復興興をを推推進進  
～～  「「本本格格復復興興期期間間」」のの取取組組ににつついいてて  ～～  

県県土土整整備備企企画画室室 

県では、岩手県東日本大震災津波復興計画において、平成 26 年度から平成 28 年度ま

での３ヶ年を「本格復興期間」と位置付けています。 

「本格復興期間」では、被災者が一日も早く安定した生活を取り戻すことができるよう、 

これまでの取組の成果と課題を踏まえ、「本格復興」の取組を強力に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

復旧・復興の見通しについては、「社会資本の復旧・復興ロードマップ」で公表してきて

おり、平成 26 年４月 24 日に最新版の情報が公表されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市町村別工程表 久慈市の事例 

 

ロードマップ公表ページ 

    http://www.pref.iwate.jp/anzen/machizukuri/18200/index.html 
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事業名 区間 延長 開通見通し

三陸沿岸道路（久慈北道路） 侍浜ＩＣ～久慈北ＩＣ 7.4km H30年度

三陸沿岸道路（山田～宮古南） 山田IC～宮古南IC 14.0km H29年度

三陸沿岸道路（田老～岩泉） 田老北IC～岩泉龍泉洞IC 6.0km H29年度

釜石花巻道路（遠野住田～遠野） 遠野住田IC～遠野IC 11.0km H30年度

  平平成成 2266 年年度度国国土土交交通通省省関関係係予予算算のの概概要要    

～～国国のの予予算算がが公公表表さされれままししたた～～  
県県土土整整備備企企画画室室 

平成 26 年３月 20 日、国の平成 26 年度予算が成立し、３月 28 日に国土交通省関係予

算が公表されました。 

東日本大震災津波からの復旧、復興に必要な公共事業費が重点的に配分されたほか、震

災関連以外の事業についても昨年度を上回る事業費が確保されています。 

特に道路事業は、復興道路等の整備に約 1,008 億円（事業費ベース）が配分されており、

４月 25 日には岩手県内で事業を進めている４区間の開通見通しが公表されるなど、早期

の全線開通に向け、国による強力な整備促進が期待されています。 

また、床上浸水対策特別緊急事業 岩崎川（矢巾町）が新規事業採択されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４月 25 日に公表された新たな開通見通し区間】 

  

 

【【東東日日本本大大震震災災津津波波かかららのの復復旧旧・・復復興興にに関関連連すするる主主なな公公共共事事業業費費】】（（事事業業費費ベベーースス））  

１ 直轄事業（国が直接施行する事業）  

１）道路事業 約 1,008 億円 復興道路等（三陸沿岸道路、東北横断自動車道釜石秋

田線、宮古盛岡横断道路）の整備 

 ２）砂防事業 約２億円 重要交通網等を保全する土砂災害対策 

 ３）港湾事業 約 72 億円 久慈港、宮古港等の早期復旧・復興 

２ 補助事業 

 １）道路事業 約 21 億円 復興道路等整備、ＩＣアクセス道路の整備 

 ２）港湾整備事業 約２億円 重要港湾大船渡港の整備 

 ３）社会資本整備総合交付金 約 177 億円（※国費ベース） 

【【復復旧旧・・復復興興以以外外のの主主なな公公共共事事業業費費】】（（事事業業費費ベベーースス））  

１ 直轄事業（国が直接施行する事業） 

１）道路事業 約 39 億円 一般国道４号等の改築、交通安全対策など 

 ２）河川・砂防事業 約 77 億円 北上川上流直轄河川改修など 

２ 補助事業 

１） 河川事業 約 13 億円 岩崎川の床上浸水対策 

２） ダム事業 約 12 億円 簗川ダムの建設 

 ３） 社会資本整備総合交付金 約 260 億円（※国費ベース） 
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空港課 

 

４月 17 日に、いわて花巻空港の到着ロビーにおいて、台湾との定期チャーター便の就

航を祝して、記念セレモニーを開催しました。セレモニーには、多くの関係者が参加し、

始めに達増知事が歓迎の挨拶を述べた後、初便の機長と客室乗務員へ知事から記念品の贈

呈や、テープカットでいわて花巻空港初の国際定期チャーター便の就航を祝いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セレモニーでの記念品贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セレモニーでのテープカットの様子 

～ 国際定期チャーター便初便を記念してセレモニーを開催 ～ 

皆さんも 

いわて花巻空港から 

台湾へ訪れてみませんか？ 
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４月 17 日は、国際定期チャーター便の第１便が定刻どおりにいわて花巻空港に到着し、

放水アーチでの歓迎や台湾からの観光客の皆様に記念品をプレゼントして歓迎しました。 

同便には、台湾から 79 名のツアー客が岩手に降り立ち、岩手からは達増知事を団長と

したミッション団を含めて 74 名が台湾へと旅たちました。 

 岩手と台湾の関係は、岩手出身の後藤新平や新渡戸稲造などが台湾の近代化に尽力した

歴史をはじめ、近年では本県を訪れる外国人観光客の半数以上が台湾からのお客様である

こと、また、東日本大震災津波の際に、台湾の皆様から多大なご支援をいただいたことな

ど、大変多くのつながり、縁のあるところです。 

県では、この定期チャーター便を国際定期便就航への第一歩として、今後も引き続き、

利用促進及び誘致促進活動に積極的に取り組んでいきます。 

 

【定期チャーター便の概要】 

運航会社：チャイナエアライン（台湾） 

運航期間：平成 26年 4月 17 日（木）～6月 19日（木）の週２便（日・木曜日） 

（花巻 16：10着、17：40発） 

運航機材：ボーイング７３７－８００型（１５８席） 

供給座席：岩手側から毎便７５席 合計１，３５０席 

 

○　岩手県外国人延べ宿泊者数 単位：人泊

年 台湾 香港 韓国 中国 合計

Ｈ25 31,520 4,410 5,640 2,380 59,770

Ｈ24 19,640 5,370 4,690 2,780 42,790

Ｈ23 12,090 3,770 5,820 1,920 32,140

Ｈ22 35,970 17,920 12,440 4,940 83,440

Ｈ25/Ｈ22 87.6% 24.6% 45.3% 48.2% 71.6%

出典：国土交通省観光庁宿泊旅行統計調査（Ｈ25は暫定値）  
 

  

放水アーチで歓迎           台湾からのお客様が記念撮影 
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冬冬期期通通行行止止めめ区区間間のの除除雪雪がが進進んんででいいまますす！！  

道道  路路  環環  境境  課課  
 岩手県では、春の訪れと共に、積雪により冬期通行止めとなっていた 22 路線 34 箇所につい

て除雪作業を行っています。 

 そのうち、「八幡平アスピーテライン」では、観光 PR と観光客の増加による地元への経済波

及効果を期待し、４月 18 日に岩手・秋田両県の同時開通を行いました。 

この開通に合わせて、５月 31 日まで「桜と雪の回廊観光キャンペーン」が開催され、４月

25 日には「八幡平樹海ライン」も開通し、八幡平山頂からの雪の回廊の周遊も楽しめます。 

また、いわて花巻空港では台湾との国際定期チャーター便が就航し、ツアー客が桜と雪の回廊

を訪れる予定となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 延長(km) 進捗率（%） 開通予定日 

主要地方道 大更八幡平線 
（八幡平アスピーテライン） 

10.6 100% ４月 18 日開通 

一般県道 八幡平公園線 
（八幡平樹海ライン） 

16.2 86% ４月 25 日開通 

一般国道 ３９７号 
（奥州市胆沢区若柳～秋田県東成瀬村岩井川野尻） 

19.7 80% ５月中旬開通予定 

一般国道 ３４２号 
（一関市厳美町真湯温泉口～秋田県東成瀬村桧山台） 

11.2 73% ５月 14 日開通予定 

一般県道 夏油温泉江釣子線 5.8 100% 
５月 13 日開通予定 
（道路安全施設取付中） 

主な冬期通行止め区間の状況（４月 21日時点） 

八幡平アスピーテライン開通式 
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冬期通行止めの解除予定などの通行止め情報は、道路環境課のホームページでお知らせしています。 

ホームページアドレス： http://www.douro.com/ 

 

冬期通行止区間は、除雪作業の他、ガードレール、カーブミラー等の道路安全施設の取付作業

及び雪崩に対する安全を確認しながら、早期に開通できるように作業を進めていきますが、開通

予定日については、今後の気象条件等によって、遅れる場合がありますのでご了承願います。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡平市観光協会が作成した「桜と雪の回廊観光キャンペーンパンフレット」には桜の見所ス

ポットが掲載されています。お出かけの前に一度チェックすると、より八幡平エリアを楽しむこ

とができると思います。（詳細は八幡平市観光協会でネット検索） 

国道 342 号、夏油温泉江釣子線の開通により岩手の秘湯須川温泉、夏油温泉に春が訪れ、国

道 397 号の開通により焼石連峰の春を楽しむことができます。 

5 月の連休はお花見と春の雪山へ出かけてみてはいかがでしょうか。 
 

http://www.douro.com/
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～ 東日本大震災津波からの復興を加速させる復興支援道路の開通 ～ 

 

一 関 土 木 セ ン タ ー 

道 路 建 設 課 

 

 平成 26 年 3 月 28 日（金）に、「一般国道 343 号大原バイパス」が、全線開通しまし

た。 

平成 14 年度に事業着手し、平成 20 年度に西側の 840m の区間を部分供用するなど、

逐次部分供用を図りながら、全線開通に向けて整備を進めてきましたが、事業開始から 12

年の歳月をかけて大原バイパス全区間を供用することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大原東口橋の橋名版揮毫】 

大原バイパス沿道の大原小学校 6 年生に大原東口橋の橋名版への揮毫を依頼し、平成

26 年 3 月 12 日に 4 名の生徒に、感謝状、文鎮（橋名版を縮小したもの）及び写真を贈

呈しました。 

 

 

 

 

 

一般国道 343 号「大原バイパス」全線開通 

 

路 線 名：一般国道３４３号 
区   間：一関市大東町大原字稗の沢 

～一関市大東町大原字上一ノ通 
延   長：L=2,260m 
幅   員：W=6.5（12.0）m  
設計速度：V=60km/h 

標準断面図  
500 2500

1500
9500

3250 3250 1500
500

(歩道)

2.00% 2.00%2.00%

1:
1.
0 1:1.0

1:
1.
5

1:
1.
5

1:1.5

大原バイパス 延長 L=2,260m 
 

H21.3.供用 
L=840m 

H26.3.28 供用 L=860m 

大原小学校 
至 奥州市水沢区 

平 22 業使、第 214-26939号 

343 
343 

至 陸前高田市 

至 奥州市江刺区 

至 一関市室根 

大原東口橋 

L=300m L=560m H22.3 供用 
L=560m 
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【開通式】 

県南広域振興局土木部長の式辞に引き続き、一関市長、県議会議員等来賓者などによる

テープカット及びくす玉割りを行いました。その後、交通安全祈願を行い、開通式典終了

後は、警察車両を先頭にパレードを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開通による効果】 

  

今今回回開開通通ししたた「「大大原原ババイイパパスス」」はは、、県県がが復復興興支支援援道道路路ととししてて位位置置付付けけたた国国道道 334433 号号のの

一一部部区区間間でであありり、、東東日日本本大大震震災災津津波波にによよりり被被災災ししたた沿沿岸岸地地域域のの一一日日もも早早いい復復興興のの支支援援にに必必

ずずつつななががるるももののとと期期待待ししてていいまますす。。 

現道は、幅員狭小で、歩道がないなど、交通安全上の課題がありましたが、バイパス開通により通過交通の分散が図られました。 

テープカット及びくす玉割り 

パレード 交通安全祈願 

県南広域振興局土木部長式辞 
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  道道路路環環境境課課   

平成 26 年度東北「道の駅」スタンプラリーを次のとおり開催します。 

皆様の参加をお待ちしています。 

１ 期  間 平成 26 年４月 19 日（土）から平成 27 年１月 15 日（木） 

              ↑もう始まってます。 

２ 参加駅数 144 駅※（東北管内） 

       ※道の駅「高田松原（岩手県）」と「ならは（福島県）」は休業中です。 

●まずはチャレンジブックをゲットしよう 

 スタンプラリーに必要なチャレンジブックは、東北管内の道の駅で１部 200 円で

販売しています。協賛道の駅で使えるクーポン（総額 6,000 円相当）が付いてとて

もお得です。 

●スタンプラリーの内容 

 140 駅以上のスタンプを集めた方には、「完走証明書」が発行されるほか、スタン

プ数に応じて素敵な賞品が当たる各賞が用意されています。 

 

東北『道の駅』スタンプラリー2014 の開催のお知らせ 

 

完走賞   200 名 

（スタンプ 140 個以上） 

道の駅賞  200 名 

（スタンプ 80～139 個） 

［michi-co］賞 250 名 

（スタンプ 40～79 個） 

チャレンジ賞  350 名 

（スタンプ５～39 個） 

 

 

特産品とユニークな地域情

報満載の「道の駅」をあなた

も巡ってみませんか？ 


